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笑
顔
も
満
開
！

　

絶
好
の
お
花
見
日
和
と
な
っ
た
３
月
最
後
の

週
末
、
尾
首
の
池
の
畔
で
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔

が
は
じ
け
ま
し
た
。
ど
う
で
す
！
こ
の
笑
顔
。

春
の
暖
か
な
日
差
し
の
中
に
一
段
と
映
え
る
色

鮮
や
か
な
景
色
の
中
で
、
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張

る
美
味
し
い
桜
餅
。
待
ち
わ
び
た
春
の
到
来
を

心
か
ら
楽
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
す
ね
。

　

昨
年
に
続
い
て
行
わ
れ
た
立
石
春
ま
つ
り
。

コ
ロ
ナ
が
第
５
類
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
客
足
も

増
え
、
本
格
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
復
活
を
遂

げ
ま
し
た
。（
２
面
掲
載
）
し
か
し
、
今
年
は

花
の
咲
き
具
合
が
不
揃
い
で
、
訪
れ
た
方
の
残

念
が
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
異
常
気
象
の

せ
い
な
の
か
、
は
た
ま
た
樹
勢
が
衰
え
た
せ
い

な
の
か
―
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
立
石
の
大
切

な
シ
ン
ボ
ル
を
守
る
た
め
に
、
何
ら
か
の
手
立

て
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

人
も
景
色
も
、
毎
年
確
実
に
一
つ
ず
つ
歳
を

重
ね
て
い
く
中
で
、
人
々
の
笑
顔
を
絶
や
す
こ

と
な
く
、
ど
う
や
っ
た
ら
地
域
を
守
っ
て
い
け

る
の
か
―
。
ま
さ
に
正
念
場
で
す
。
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令
和
５
年
度
の
大
字
立
石
・
立
石

自
治
会
の
活
動
を
締
め
く
く
る
決
算

会
・
総
会
が
３
月
23
日
（
土
）
午
後

７
時
か
ら
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
、

令
和
５
年
度
の
各
会
計
決
算
報
告
、

事
業
報
告
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
治
会
長
は
じ
め
自
治
会
・

大
字
関
係
者
の
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
次
年
度
の
推
進
体
制
が
整
い
ま

し
た
。◆　

◇　

◆　

◇　

◆

《
河
野
禎
司
自
治
会
長
あ
い
さ
つ
》

　

春
分
の
日
を
過
ぎ
、
朝
晩
肌
寒
い

な
が
ら
も
過
ご
し
良
い
季
節
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
が
５
類
に

分
類
さ
れ
、
以
前
の
よ
う
な
日
常
に

戻
り
つ
つ
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
自

治
会
活
動
も
、例
年
の
事
業
が
で
き
、

春
の
田
休
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
夏
・

お
盆
の
納
涼
祭
、
３
年
ぶ
り
の
秋
の

敬
老
会
な
ど
、
多
く
の
方
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
続
け
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

大
字
に
お
き
ま
し
て
は
、
神
社
の

宮
出
し
に
欠
か
せ
な
い
牛
鬼
の
面
の

修
理
を
行
い
ま
す
。
願
成
寺
本
堂
の

修
繕
も
行
い
ま
し
た
が
、
愛
宕
山
も

含
め
て
年
を
追
う
ご
と
に
少
し
ず
つ

費
用
が
嵩
む
と
い
う
こ
と
で
、
今
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
ろ

う
と
結
論
づ
け
て
や
っ
て
お
り
ま

す
。

　

新
自
治
会
館
の
計
画
づ
く
り
で

は
、
委
員
の
皆
さ
ん
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
立
石
の
地
域
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
た
素
晴
ら
し
い
計
画

と
な
り
ま
し
た
。
予
定
通
り
、
６
年

度
中
に
は
出
来
上
が
る
も
の
と
期
待

を
し
て
お
り
ま
す
。
完
成
後
は
、
今

ま
で
以
上
に
使
い
勝
手
の
良
い
自
治

会
館
と
し
て
、
立
石
の
皆
さ
ん
の
四

季
折
々
の
憩
い
の
場
に
な
り
ま
す
よ

う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
令
和
２
年
か
ら
４

年
間
、
大
字
総
代
、
自
治
会
長
と
し

て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
本
会
役
員
さ
ん
に
は
公
私
と

も
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
そ

の
任
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次

年
度
か
ら
は
新
し
い
役
員
さ
ん
に
よ

る
自
治
会
活
動
と
な
り
ま
す
。
今
ま

で
以
上
に
明
る
く
元
気
な
立
石
づ
く

り
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

に
ご
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

◆　

◇　

◆　

◇　

◆

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、

新
自
治
会
長
（
大
字
総
代
）
に
向
井

清
さ
ん
（
尾
首
）、
新
事
務
局
長
に

大
野
佳
隆
さ
ん
（
中
組
）
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
字
総
代
の
下

に
会
計
を
兼
ね
る
副
総
代
が
新
た
に

置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
田
武
夫

さ
ん
（
天
神
上
成
）
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
改
選
さ
れ
た
方
々

の
顔
ぶ
れ
は
左
ペ
ー
ジ
「
新
旧
役
員

一
覧
」
の
通
り
で
す
。

釜揚げうどんに舌鼓
　立石を愛でる会主催による「立石春まつり」が、
3 月 30 日・31 日、尾首の池イベント広場で開催さ
れました。会場では久し振りに小田うどんの釜揚げ
が振舞われたほか、焼き鳥や餅、豆入り、手作りこ
んにゃく、桜餅、饅頭など、手作りの品々が販売さ
れました。両日とも天気にも恵まれ、こどもから大
人まで、連日多くの人出で賑わいました。

＝立石春まつり＝

大
字
立
石
決
算
会
／
自
治
会
総
会
開
催

新
自
治
会
長
に
向
井
清
さ
ん
（
尾
首
）
を
選
任



2024（令和 6）年 4月 会　報　た　て　い　し 第２６２号

3

令和５年度　各会計の決算状況
〇大字立石会計
収入 2,181,665 円 指数割負担金、水銀灯負担金外

支出 1,750,573 円
各会計助成金、施設管理費、役員手当、
施設管理費、修繕費、電灯料 外

差引 431,092 円 次年度繰越金

〇願成寺一般会計

収入 1,133,313 円
部落負担金、寺費、般若札代、
施食会供養料、消火栓設置補助 外

支出 1,082,098 円
宗務所負担金、司堂米費、施食会費、
住職会費、営繕費（消火栓設置）外

差引 51,215 円 次年度繰越金
◎願成寺特別会計

収入 2,410,784
前年度繰越金、定期預金繰入金
墓地・木材代、預金利子

支出 1,693,200 円 本堂位牌堂部分修理、白蟻防除
差引 717,584 円 次年度繰越金

※定期預金計　1,248,068 円
◎永代供養者寺費負担金特別会計　1,155,000 円

〇立石神社一般会計

収入 899,756 円
大字負担金、献穀米販売代金、
お賽銭、雑収入（敷地料等）　外

支出 769,234 円
祭典費、秋祭り費、年賀祭費、
お守り代、神職年俸　外

差引 130,522 円 次年度繰越金
◎立石神社特別会計
収入 1,467,712 円 前年度繰越金、年賀者寄附、木材代 外
支出 511,950 円 牛鬼面修繕（着手金）　外
差引 955,762 円 次年度繰越金

※定期預金計　2,006,355 円

〇愛宕山忠光院一般会計

収入 479,934 円
前年度繰越金、大字負担金、お賽銭
伐採木売却益

支出 41,197 円 祭礼費、お布施、元旦祭礼費　外
差引 438,737 円 次年度繰越金

〇立石自治会一般会計

収入 2,183,429 円
自治会費、補助金、会費、まご銀会
計繰入　外

支出 1,980,151 円
班補助金、会議費、施設管理費
各部事業費、助成金、クロッケー用
具購入費　外

差引 203,278 円 次年度繰越金
◎立石自治会特別会計

収入 1,070,464 円
前年度繰越金、まごころ銀行寄付金
利息

支出 65,000 円 一般会計繰出金（クロッケー用具購入）
差引 1,005,464 円 次年度繰越金

新旧役員一覧
役職 新 旧

大
字

総代 向　井　　　清 河　野　禎　司
副総代 本　田　武　夫 —
神社総代 駄　場　泰　司 東　桃　武　智

自
治
会

会長 向　井　　　清 河　野　禎　司
事務局長 大　野　佳　隆 篠　﨑　史　朗
会計 亀　岡　満千雄 重　松　将　康
区長 篠　﨑　史　朗 亀　岡　満千雄
監事 松　本　賢　子 山　岡　和　夫

※新たに選任・退任された方のみ掲載しています。

祝 令和６年 年賀祭

初めて行われた餅まきの様子 都築宮司から厄除けのお祓い

　干支が一巡する満 60 歳の還暦を
はじめ、古希、喜寿、米寿など長寿
息災を喜び祝う春恒例の人生儀礼

「年賀祭」が３月 24 日（日）午前
11時から立石神社で行われました。　
　今年は 19 名の年賀者が参加され、
都築宮司により、厄除け開運・長寿
招福の儀式が執り行われました。ま
た、今年はじめてお祝いの「餅まき」
が行われ、例年になく賑やかな年賀
祭となりました。
　当日は生憎の雨でしたが、多くの
方が参拝に訪れ、年賀者の人生の節
目を地域をあげて祝いました。社寺
総代の皆さん、お疲れ様でした。



日 月 火 水 木 金

７ ８ ９ 10 11 12 13
■班長会 (19:30~) ◆小田小学校入

学式 (9:40~)
◆小田中学校入
学式 (9:00~)
◆行政相談 / 小
田自治センター

（9:30~）
燃えるゴミ

◆小田幼稚園入
園式 (9:30~)

空き缶

■自治会各種部
会 (19:30~)

燃えるゴミ

14 15 16 17 18 19 20

燃えるゴミ ビン・ペット外 燃えるゴミ

◆アースディ in
小田 / せせらぎ
周辺（9:00~）

21 22 23 24 25 26 27

燃えるゴミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ

■長寿会総会・
講演会（13:00~)

28 29 昭和の日 30 5/1 ２ ３憲法記念日 ４みどりの日

■大字予算会・
自治会総会
(19:30~)

燃えるゴミ 古紙 燃えるゴミ

５こどもの日 ６振替休日 ７ ８ ９ 10 11
■班長会 (19:30~)

燃えるゴミ 空き缶 燃えるゴミ

■…自治会、立石地区の行事　◆…小田地区、町の行事

４月７日（日）～５月 11日（土）

●人のうごき（R6.4.1 現在）

    世帯数   85 世帯（0）
    人　口　153 人   （△ 1）
　     男　     68 人   （0）
　     女 　    85 人   （△ 1）

 （）…前月比

●自治会館等掃除当番
 　　４月　尾首
 　　５月　中組

編

集

幸

記

４
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暮らしの情報カレンダー
各団体の行事予定をはじめ、楽しい
話題、珍しい野菜や果物、面白い出
来事―。なんでも結構です。広報部
までどしどしお寄せください。

　

い
よ
い
よ
令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
私
の
職
場
に
は
初
々

し
い
仲
間
が
増
え
、
活
気
が
み
な

ぎ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
写
真
は
、

近
く
の
畑
で
芽
を
出
し
た
土
筆
―
。

そ
う
い
え
ば
こ
こ
数
年
、
見
る
こ
と

も
な
く
春
が
過
ぎ
て
い
る
な
と
思

い
、
久
し
振
り
に
マ
ク
ロ
レ
ン
ズ
で

撮
影
し
て
み
ま
し
た
。
春
の
お
裾
分

け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
（
敦
）


